
発
言
順

質問議員 質問番号 質問事項 質問枝番 質問要旨

1 藤原義春

一問一答
方式

1 1

2

3

2 1

2

3

2 大沢淳 1 1

一問一答
方式

2

2 町職員の男女の賃
金格差の是正に向
けて

1

3 1

2

3

3 山野智彦 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

3 1

2

3

「第２次い～な健康プラン２１」で、６５歳以上の５５％がフ
レイルを知らないというデータが出ているが、知らない人に対
して、何か具体的なアクションを起こした、もしくは起こす計
画はあるか。

認知症にならないよう、予防をするために、伊奈町としてどの
ような取組をしているか。

ロコモ体操やいきいき脳力教室は、どのくらい効果が上がって
いるか。

町のニューシャトル駅周辺等の活性化の構想はどのようなもの
か。

伊奈町健康増進計
画「第２次い～な
健康プラン２１」
の取り組みについ
て

伊奈町の認知症対
策は大丈夫か

高齢者等ＩＴリテラシーが低い方が取り残されない対策を。

今年の米不足の町内での影響と行政の対応は。

伊奈町の米の生産量と生産力の推移、今後の見通しは。

令和６年第４回伊奈町議会（定例会）

厚生労働省の「健康づくりのための身体活動・運動ガイド２０
２３」では、死亡リスクの軽減や生活習慣病対策において筋ト
レを推奨しているが、伊奈町でも推奨、または取組を実施して
いるか。

「ふれあい活動センター（ゆめくる）」のトレーニングジムで
は、健康運動指導士などの公的資格を持ったインストラクター
が常駐しているが、そういった組織と連携して、厚生労働省の
推奨する身体活動に沿った健康増進プログラムを作ることは可
能か。

町内耕作放棄地で近隣地域向けの飼料生産を調査・検討しては
どうか。

国産飼料が必要な状況と国の方策の概要はどのようなものか。

現在の町の耕作していない水田と畑の各面積は。耕作放棄地で畜産
業向けの飼料生産
を行う検討を

いな見守りＯＮＥ ＴＥＡＭ事業が、充分に機能しているか。

ＡＩやＲＰＡ等の導入状況と費用対効果、今後の可能性と課題
は。

現在の稲作農家支援策と今後の強化、新たな担い手の育成を。

一般的に市街化調整区域における宅地・店舗開発の可能性は。

町民と企業事業者が参画し、町の連携・支援のもと行う計画的
な宅地店舗開発の可能性はどうか。

「職員の給与の男女の差異の情報公表」の分析と受け止め、格
差是正を。

職員の負担軽減、
住民サービス向上
のための自治体Ｄ
Ｘ推進

令和の米騒動と稲
作農家支援

ニューシャトル駅
周辺等の宅地開発
計画を

町内および埼玉県内におけるここ３年ほどの強盗、家屋への泥
棒それぞれの事件数は。

犯罪に狙われやすい家の共通点は何か。またその対策は何か。

万が一犯罪者に自宅に入られた場合の対応方法は。

闇バイト型強盗や
在宅中の泥棒等へ
の犯罪防止対応に
ついて
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3 山野智彦 3 4

5

4 川内雅人 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

3 1

2

3

5 1 1

2

3

2 1

2

3

6 大野興一 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

五味雅美

一問一答
方式

この１年間の農家の増減は。

町内の農業法人数は。

ＡＩやロボット導入は。

雑草などが繁茂し、苦情などの相談・通報件数は。

令和の米騒動後、米価は高止まりだが、農家の収益につながっ
ているか。

部活動の地域移行の進捗は。

確保できた指導者の人数は。

今年６～９月のシルバー人材センターによる公園の草刈りの実
績は。

地目によって問い合わせ先が違うが、町民はどうやって判定す
るのか。

気温上昇やヒートアイランド現象に対して、公園や街路樹など
の樹木の効果が大きいが、町の考えはどうか。また樹木に関す
る計画や目標はどうなっているか。

支援はどうなっているか。

町内での、病院や学校などの状況はどうなっているか。

過去５年間の訪問介護事業者の増減は。

報酬改定は町内事業所に影響を与えているか。町の対応は。

樹木は生き物だから寿命も有れば、剪定や落葉処理など手間も
かかるが、「緑あふれるまち」のために、住民の理解や協力を
得ながら守り増やす取組をするべきではないか。

各事業者での待遇改善の状況は。

闇バイトで逮捕される若者が後を絶たないが、町内の学校で、
犯罪に巻き込まれないような指導、教育は行われているか。

新型コロナウイルス感染症の後遺症について、症状、治療、発
生状況など、どう把握しているか。

農業の振興と継続
について

公園や空き地、空
き家、耕作されて
いない農地などの
雑草対策を

今年、町内の公園で倒木が起きたがその原因は解明したのか。
それに伴って公園樹木の倒木の危険性を調査しているが、どの
ように調べたのか。伐採は止むを得ないのか。

町ホームページでは、「防災」「防犯」それぞれですぐ検索で
きるような改善を。

部活動の地域移行
について

公園や街路樹など
の樹木を守り増や
す取組を

新型コロナウイル
ス感染症の後遺症
への支援を

訪問介護の基本報
酬引き下げによる
町内業者への影響
について

現状で捉えている課題は。

各事業者でのホームヘルパー等の人材の確保の状況は。

外国人人材の採用状況は。賃金は。

町内の訪問系事業者の数は。

闇バイト型強盗や
在宅中の泥棒等へ
の犯罪防止対応に
ついて
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6 大野興一 2 1

2

3

3 町でも２０２５年
問題を受けて高齢
化が進んでいる。
老人が外出して憩
えるベンチの増設
を

1

7 木俣美千代 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3 1

2

3

4

5

8 戸張光枝 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3 1

2

3

4 1

2

空き家対策と空き
家の鳥獣被害対策
推進を

動物愛護を町としてはどのようにとらえているか。

キャッチアップ接種が開始されてからの接種対象者と令和６年
度の高校１年生の接種率は。

こども誰でも通園制度導入に向けての課題は。

帯状疱疹ワクチンの接種費を助成してからの接種人数と接種率
は。

動物愛護の観点から命の尊さを学ぶための講座の実施は。

帯状疱疹ワクチンの定期接種化に向けての準備は。

一時保育とこども誰でも通園制度の違いは。

こども誰でも通園制度の町としての進捗状況は。

駆け込み需要によりワクチンの供給に関して出荷制限がかかっ
ているが、万が一令和７年３月までに接種が間に合わなく実費
になった場合、償還払いの対応を求めるがどうか。

緊急通報システムの利用対象者数は。また、実績と課題は。

過去に一般質問でベンチの増設を訴えた。その後ベンチは増え
ているのか。

さらに大規模化して、スマート農業の推進を図る計画は。

水田は貯水の役割も果たす。「貯留機能保全区域」の指定を受
けてはどうか。

水稲耕作の振興と
耕地の大規模化に
よる効率的な農業
の推進について

農地の中間管理事業はどの程度進んでいるか。

高齢者のおひとり
さま支援の強化を

こども誰でも通園
制度について

帯状疱疹ワクチン
の定期接種化につ
いて

動物愛護・動物の
命を大切に

令和６年度の高校１年生と、キャッチアップ接種対象者への郵
送通知などによる周知はいつどのように行なったか。

子宮頸がん撲滅に
向けた仕組みづく
り

マイクロチップの装着、登録とは。

高齢者のおひとりさま支援の強化として考えられるものは。

保護犬、保護猫の課題は。

災害時のペット避難所の町の対応は。

町公式ＬＩＮＥの登録者数の現状と目標値は。

職員の業務負担軽減につながる機能とは。

町公式ＬＩＮＥの
機能をバージョン
アップし住民サー
ビス向上を

空き家に関する管理指針や鳥獣対策等について所有者への啓発
と指導は。

空き家実態調査で管理が不十分であるとされた件数は。また、
改善命令を出した件数は。

現行の機能にプラスできる可能性のあるものは。
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8 戸張光枝 4 3

4

9 1 1

2

3

4

5

6

7

2 1

2

3

4

5

10 冨井篤弥 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

3 1

2

3

空き家対策と空き
家の鳥獣被害対策
推進を

仲島雄大

一問一答
方式

町のネットパトロールが担当、専門としている分野を伺う。

町では現在、太陽光発電設備の規制に関する条例の制定を検討
されているか。

町内における野焼きに対する町の対応や、取組の状況について
伺う。

カスタマーハラス
メントの取組につ
いて

職員に対するカスタマーハラスメントの実態はどの様になって
いるかを伺う。

カスタマーハラスメント等の行為には組織での対応が必要であ
るが対応マニュアルの整備状況について伺う。

所有者不明問題解決のために施行された相続登記の義務化に関
する周知は。また、３年以内に相続登記したかどうかの確認な
ど関係各課との連携は。

町内の小・中学校におけるネットリテラシー教育の取組につい
て伺う。

事業用太陽光発電設備が設置された箇所の以前の土地の状態や
状況を伺う。

カスタマーハラスメントにより精神的な負担を抱えたり、疲弊
することが無いような相談支援体制の状況については。

子どもに関する条例が制定されていない町としては、子どもの
権利条約等について保護者や大人達にどの様に啓発していくの
か現状と今後についての説明を。

子ども達の健やか
な成長のためにで
きること

保育所、幼稚園、小・中学校における転入・転出時、保護者２
名とした書式を変更することはできないか。

町のひとり親世帯数及び母子、父子世帯数について伺う。

町民に対するネットリテラシー教育や啓発の取組について伺
う。

野焼きについて、町内で健康被害を訴えている方々がいること
を町は把握しているか。

町の小・中学校過去３年間の転出入数を伺う。

別居･離婚により会えなくなってしまった親子が交流する機会の
提供、面会交流の支援についての町の考えを。

町の離婚率及びその年齢層の状況について伺う。

職員カスタマーハラスメント対策基本方針を打ち出すことにつ
いての町の見解を伺う。

子どもの利益を最優先と考えるならば、夫婦不仲、離婚に関す
る相談窓口設置についての町の見解を伺う。

所有者不明の空き家に対し、鳥獣被害や不法侵入、乾燥した雑
草や庭木による火災リスクなど対策はどうしているのか。

ネットリテラシー
教育の充実を

町の豊かな自然環
境と住環境を守る
ために

町における最新の事業用太陽光発電設備の設置面積と設置数、
出力を伺う。

職員のプライバシー保護や安全確保の為に名札のフルネームを
廃止することは可能か。

町外で発生した野焼きについて、風向き等で煤煙が町内の生活
圏に多く流入した場合の町の対応を伺う。

野焼きによる健康
被害を減らすため
に
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10 冨井篤弥 3 4

5

11 栗原惠子

一問一答
方式

1 1

2

3

4

5

2 1

2

3

12 上野尚德 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

2 1

2

3

町・消防救急力を維持向上するための上尾市消防本部への要
望、調整は上手くいっているのか。

広域化前と令和５年度の町・消防救急に関する費用の比較は。

伊奈町消防団と上尾市消防との連携状況は。

農地の集約化の状況は。

近年の農業従事者、新規就農者の推移は。

伊奈町の農業。現
状と今後のプラン
は

利用者アンケート等の実施状況は。その内容と、結果はどのよ
うなものか。

伊奈町分を整備するにあたり、町の単独事業費だけだと限界が
あるが、地方創生関連など、町費に加えて活用できる国の補助
メニューを検討してはどうか。

伊奈町産後ケア事
業ついて

９月議会での一般質問で、町の答弁では上尾市、伊奈町、北本
県土整備事務所での三者協議を行うとの答弁があったが、９月
の県議会での一般質問に対する県土整備部長の答弁に、県が地
元市町の意向を聞いて河川管理範囲における積極的協力をした
い、調節池利用について伊奈町と上尾市からの要望をあげて欲
しいという答弁があった。１０月１１日に行われた三者協議に
おいて、町はどのような発言をしたのか。
また、県・上尾市との事業に対する温度差はあったか。

今後のスケジュールや方向性はどうなっているのか。また、現
時点での課題は何か。

今後、町として積極的に県に具体的提案をすべきと考えるが所
見は。

原市沼川調節池事業は、事業エリアが県・上尾市・伊奈町にま
たがる難易度の高い一大テーマなので、庁内横断的プロジェク
トチームを作るべきではないか。

原市沼川の調節池
事業について

伊奈町消防団の設備整備の状況は。

町内施設、スポーツ施設のＡＥＤ設置状況は。

公的医療保険制度適用外の医療行為、医療用ウィッグ購入等へ
の支援の状況、今後の方向性は。

近年の農地、遊休農地の推移、現状は。

今年度から産院への宿泊によるケアが新たにスタートしたが、
利用状況はどうか。

北部地区・消防分署整備の進捗状況は。

農作物の残さのすき込みや堆肥化の推進について、町の啓発状
況を伺う。

現在の伊奈町産後ケア事業は、出産後の育児等にサポートが必
要な方のみを対象としている。様々な点で大きな変化によるス
トレス、また女性ホルモンの急激な変動やメンタル不調、合併
症などのトラブルが発生する危険性と常に隣り合わせである、
そうなる前に誰もが必要な時に利用できるサービスの提供をす
るべきでは。また、今後の予算規模はどのようなものになるか｡

伊奈町の消防救急
の現状。町民の生
命を守る取組と支
援の状況は

やむを得ず行われる例外行為の野焼きをできる限り減らしてい
くことが求められるが、町の考えを伺う。

野焼きによる健康
被害を減らすため
に
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12 上野尚德 2 4

5

6

13 髙橋まゆみ 1 1

一問一答
方式

2

2 自治基本条例（ま
ちづくり基本条例
）について

1

14 青木久男 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

伊奈町の農業。現
状と今後のプラン
は

新規就農者への助成の現況と今後は。

町内のサービスごとの事業所と、その従業者数は。

利用者・家族・従事者の相談窓口はあるか。

伊奈町にとってより良い農業の方向性をどのように考えている
のか。

農業関係メーカーと町、農業従事者の連携は。

インフルエンザについて。

新型コロナウイルスについて。

マイコプラズマ肺炎について。

溶連菌感染症について。

病院や施設内での不在者投票や郵便等による不在者投票の実態
はどうか。

身体が不自由な方への投票支援策を伺う。

高齢者福祉施設及
び障害者福祉施設
の現状に、町が向
き合い取り組むべ
き課題について

町内における主な
感染症の罹患状況
とその対策を伺う

不在者投票及び身
体が不自由な方の
投票について

制定する理由は。
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